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『適切な末梢血幹細胞採取法の確立及びその効率的な普及による非血縁者間末 

梢血幹細胞移植の適切な提供体制構築と、それに伴う移植成績向上に資する研究』 
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研究要旨  

本邦では欧米に比較して非血縁者間移植において末梢血幹細胞採取の割合が著しく低い。ドナープール

拡大のためのドナー適格年齢の引き上げも検討されるが、高齢ドナーの有害事象増加も懸念される。本邦

での血縁者間移植における末梢血幹細胞採取の研究結果では高齢ドナーは健康上の理由で採取中止となる

ことが多いことが判明した。また、海外における過去の報告ではドナー年齢が移植成績に影響を与える因

子となりうる研究結果が散見された。 

以上の研究成果を踏まえ、本邦におけるドナープール拡大の検討およびドナー有害事象の予測・予防法の

確立を目指し、さらなる研究を進めていく必要がある。 

 

Ａ. 研究目的 

非血縁者間末梢血幹細胞移植推進のため、ドナー

プール拡大を目指しつつも、ドナー有害事象の予

測・予防法を確立し、安全かつ適格なドナー選定事

業を進め、また、本邦よりも歴史が長く、経験の豊

富な海外における非血縁者間末梢血幹細胞移植に関

する情報を収集することである。 

 

Ｂ. 研究方法 

本邦における非血縁者間移植コーディネートの現

状および海外のドナー年齢による移植成績への影響

についての報告について調査した。 

＜倫理面への配慮＞ 

当該年度の検討内容は医学系倫理指針の対象外で

あり、個人情報も含まないことから該当なし 

 

Ｃ. 研究結果 

本邦での血縁者間移植における末梢血幹細胞採取

の研究結果では高齢ドナーは健康上の理由で採取中

止となることが多いことが判明した。また、海外に

おける過去の報告からは高齢ドナーからの移植が成

績に悪影響を与える因子となりうる研究結果が散見

された。 

 

 

 

Ｄ. 考察 

ドナーの有害事象の発症には年齢による影響が大

きい可能性が推測されるが、高齢ドナーにおいては
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健康上の理由で骨髄採取中止となるケースが多く、

ドナー年齢の引き上げはドナープールの拡大に寄与

しない可能性が高く、また、海外においてはドナー

が高齢であることは移植成績に悪影響を及ぼす可能

性もあり、本邦においても慎重に検討すべき課題と

考えられた。 

 

Ｅ. 結論 

本邦におけるドナープール拡大の検討およびドナ

ー有害事象の予測・予防法の確立を目指し、さらな

る研究を進めていく必要がある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  特になし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 

【１】特許取得 

なし 

【２】実用新案登録 

なし 

【３】その他 

なし 

 

 

 

 

  


